
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～利用者ニーズに応えるために！！～ 
 

★要 望★ 

利用者ニーズの高い施設については、公衆無線 LAN を  

整備するとともに、整備後、いつでも、どこでも    

安定して利用が出来ているか確認をして欲しい。 

～試食会や返礼品展の開催を！！～ 
 

★要 望★ 

返礼品をどれだけネットや SNS で PR しても、全国的に

人気の商品と比べると見劣りはしてしまう。そこで、 

返礼品の登録事業者と連携、協力して、地道に、着実に

ファンを増やす取り組みをして欲しい。 

～転落防止柵の全駅設置を目指して！！～ 
 

★意 見★ 

今年度で、市内の北大阪急行と大阪モノレールの全駅に、

転 落 防 止 策 の 設 置 が 完 了 す る 。 不 幸 な 事 故 や  

事件を減らすため、市として、阪急電鉄に対し、    

転落防止策の設置を強く求めていくべき！！ 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

 

～AI の活用で業務効率の向上を！！～ 
 

 

★要 望★ 

現在、採用試験の事務にかなりの時間と労力がかかって  

おり、職員採用事務に AIやシステムを活用することで、

業務の省力化、効率化が図れるはず。さらに、将来的に

は職員のデータ化や人事への AI の活用が期待できる。

職員の採用や人事にも AIの活用を模索して欲しい。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神原の予算審議の全容は、ホームページをご覧ください。 

http://positive-square.sakura.ne.jp/ 
メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

～市民の声を可能な限り反映させるために！！～ 
 

★要 望★ 

パブリックコメントが LINE で提出可能になった   

ことは、評価する。さらに、ツイッターやフェイス  

ブック等の SNS での提出についても、検討して欲しい。

また、市民の声についても、LINE での提出を検討し、

実現して欲しい。さらに、SNS での提出とともに、   

ご意見をお寄せ下さった方に対して、SNS で回答や市の

見解を示せるようにして、双方向の関係性を構築して

欲しい。 

～安心だけでなく、安全に繋がる設置を！！～ 
 

 

★意 見★ 

警察からの照会件数の推移、市内の犯罪認知件数の  

推移等を注視し、カメラの更新の際には、運用状況を 

誰が、どのように検証し、設置場所や設置数等の   

変 更は、どの ような基 準で進めるのか検討を     

始めるべき。 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

～ターゲットの明確化を！！～ 
 

★意 見★ 

魅力を発信するターゲットや今後の活性化の核となる

層を明確化するべき！！その上で、本市の中では南部 

地域が特に人口減少率が高く、３０代、４０代の子育て

世代の人口流出が大きいため、若い世代や子育て世代が

魅力と感じ、しかも南部地域特有の素材、文化、   

街並み、歴史、風土を精選し、PRを図ってはどうか。 ～豊中ゆかりの曲を広めよう！！～ 
 

★要 望★ 

豊中メドレーの周知に努めて欲しい。また、昨今は、

音楽を知る機会や媒体が変わってきており、ネットや

SNS などの媒体による拡散性や認知度の高さは計り 

知れない。音楽あふれるまちを公言するのであれば、

リアルな街中で音楽があふれることも良いが、   

オンライン上でも豊中の音楽、歌、曲をあふれさせる

ことも、今後は、意識的に取り組んで欲しい。 


